
1 

 

〈目  次〉 

〈理事会報告〉 

〈事務局からのお知らせ〉 

―〈 理事会報告 〉― 

［2011 年 11 月 5 日（土） 14:00～17:00 (於) 上智大学Ｌ号館 9 階 L-912］ 

 定例理事会が 11 月 5 日（土）14 時から 17 時まで、上智大学Ｌ号館 L-912 で開催されま

した。理事 24 名、および事務局 2 名が参加しました。新体制での初めての理事会というこ

ともあり、代表理事の挨拶を経て、審議事項を中心に議事を進行いたしました。 

 

（１） 推薦理事の選任 

推薦理事 5 名について提案された。原案を審議し、大野栄三（北海道大学）、豊田ひさき

（中部大学）、中野和光（美作大学）、村川雅弘（鳴門教育大学）、千葉カリキュラム学会（機

関代表：村瀬光生）の 4 氏 1 団体が推薦理事として承認された。 

 

（２） 事務局の構成 

 当面の構成（2012 年 3 月末日まで）として、幹事・事務局長 清水禎文、幹事 冨士原紀

絵（お茶の水女子大学）、幹事 根津朋実（筑波大学）、事務局員 2 名（足立佳菜、鈴木学）

が提案され、原案通り承認された。 

 

（３） 事務機能の一部委託 

 事務機能の一部委託について、複数の外部機関に依頼した事務機能の一部委託における

見積書に基づいて今後の交渉の方向性が提案され、原案通り承認された。 

 

（４） 各種委員会の体制 

 各種委員会・委員については下記の通り承認された。（委員長◎、副委員長○） 

① 紀要編集委員会 ◎八尾坂修、○的場正美、子安潤、三石初雄、片上宗二、倉本哲男 

② 研究委員会 ◎田中耕治、○天笠茂、澤田稔、西岡加名恵、田村知子、佐藤真 

③ 国際交流委員会 ◎磯田文雄、○橋本美保、近藤孝弘、浅沼茂、池野範男、松下佳代 
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④ 広報委員会 ◎工藤文三、○村川雅弘、安藤輝次、大野栄三、村瀬光生、金馬国晴 

⑤ 研究奨励賞審査委員会 ◎八尾坂修、○的場正美、子安潤、三石初雄、片上宗二、倉

本哲男、田中耕治、天笠茂 

⑥ 新カリキュラム辞典編集準備委員会（水原克敏代表以下、全理事で編集委員会を構成）

幹事 小泉祥一、中野和光、長尾彰夫、臼井嘉一、豊田ひさき、佐藤学 

 

（５） 常任理事の選任 

 常任理事として、水原克敏、天笠茂、磯田文雄、臼井嘉一、工藤文三、小泉祥一、田中

耕治、橋本美保、的場正美、八尾坂修の 10 名が承認された。 

 

（６） 第 22 回大会（北海道大学）収支決算 

 大野栄三理事より、第 22 回大会（北海道大学）の収支決算報告がなされた。会計収支簿

を回覧し、審議の結果、第 22 回大会収支決算は承認された。 

 

第 22 回大会（北海道大学） 収支決算報告 
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（７） 第 23 回大会について 

 次回大会開催校の中部大学・豊田ひさき理事より、日程について説明があった。大会開

催日は 2012 年 7 月 7 日（土）・8 日（日）で、例年通り課題研究・公開シンポジウム・自

由研究発表を実施する計画が承認された。同時に、大会における口頭発表の原則について

話し合われた。次回理事会にて再度検討し、方針を決定する予定である。 

 

（８） 会員管理について 

 会員資格の処理方法に関して、確認・検討を行った。具体的には、「強制退会者」の再入

会の認否について事務局より理事会に照会があり、これの方針について話し合われた。結

果、事務処理上の方針として、以下の原則が申し合わせとして確認された。なお、会報 55

号で掲載した「会員処理について」の周知徹底を図る為、内規作成等を検討することが提

案され、検討事項となった。 

 

■強制退会者の再入会申請に対する事務局の方針 

 強制退会者の再入会は認められない。ただし、当該強制退会者が、滞納した学会費を支

払うことで正式な退会者となることができる。その上で、再入会を理事会で審議の上、こ

れを認めることができる。 

 

＜参考＞会報 55 号掲載「会員処理について」 

（理事会申し合わせ）     会員処理について 

 

第一項 「不明者」 

学会からの会員各位への発行物（紀要、会報等）が「転居先不明」などで事務局に返

送された場合、事務局にて以下の手続きを取る。 

ⅰ）発送先住所の変更（自宅住所⇔所属先住所） 

ⅱ）再度返送されてきた場合、会員のメールアドレスに確認連絡 

ⅲ）さらに連絡が取れない場合、「不明者」扱いとし、発行物の発送停止 

 

第二項「会員資格停止者」 

 年会費 2 年間分未納が確認された場合、会員資格を一時停止する。会員資格停止者は

以下の権利を一時的に喪失する。 

ⅰ）発刊物を享受する権利 

ⅱ）名簿へ名前を掲載する権利 

未納分の年会費を完納した場合に限り、会員資格を取り戻すことができる。 

 

第三項「強制退会者」 

会則第 9 条の 2「会費の納入を怠った場合は、会員としての資格を失うことがある。」

の文言にもとづき、年会費 4 年間分未納が確認された場合、会員資格を剥奪する。 

 

第四項「（自主）退会者」 

 退会を申し出た会員には、会費の完納を確認し、これを受理する。 

 ※重要事項、下線・太字 
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（９） 各種委員会報告 

 ⅰ）紀要編集委員会報告 

  八尾坂修委員長より、投稿論文（27 本）の査読を進める旨の報告があった。同時に、

『カリキュラム研究』第 21 号に掲載する図書紹介の推薦を全理事に呼びかけた。 

 

 ⅱ）研究奨励賞審査委員会報告 

  的場正美副委員長より、推薦論文の少なさが課題であることが指摘され、推薦基準等

の見直しも含め、今後検討を行う必要のあることが報告された。同時に、学会研究奨励

賞の推薦を呼びかけた。 

 

 ⅲ）研究委員会報告 

  豊田ひさき前委員長より、新体制の研究委員会に向けて、会合の開催時期等の引継ぎ

事項について報告された。 

 

 ⅳ）国際交流委員会報告 

 浅沼茂前委員長より、課題研究を企画する際の課題について報告があると同時に、リオ

デジャネイロで開催される国際カリキュラム学会への参加呼びかけが行われた。 

 

 ⅴ）広報委員会報告 

 村川雅弘副委員長より、岩手県教育委員会との共催事業である「カリキュラム実践研修

講座（仮）」に関する報告がなされた。詳細は別紙参照。 

 

（１０）事務局報告 

 会員現況と寄贈図書の報告を行った。（2011 年 10 月 31 日時点） 

 

■会員総数 744 名（一般 643 名、学生 92 名、団体 9 件。※不明者 11 名、会員資格停止者 79 名含） 

■新規入会会員 

 入会月日 氏名 所属 区分 推薦者 

1 7 月 16 日 北田薫（ｷﾀﾀﾞｶｵﾙ） 真和中学・高等学校 一般 事務局 

2 7 月 17 日 高野浩男（ﾀｶﾉﾋﾛｵ） 山形県教育センター 一般 村川雅弘 

3 7 月 14 日 鈴木裕之（ｽｽﾞｷﾋﾛﾕｷ） 東北大学大学院教育学研究科 学生 小泉祥一 

4 8 月 2 日 山﨑真之（ﾔﾏｻﾞｷﾏｻﾕｷ） 国士舘大学文学部（非常勤講師） 一般 事務局 

5 9 月 6 日 福島一章（ﾌｸｼﾏｶｽﾞｱｷ） 東京大学大学院教育学研究科 学生 的場正美 

6 9 月 27 日 關浩和（ｾｷﾋﾛｶｽﾞ） 兵庫教育大学 一般 事務局 

7 9 月 28 日 近藤茂明（ｺﾝﾄﾞｳｼｹﾞｱｷ） 愛知県知多郡東浦町立片葩小学校 一般 佐藤真 

8 10 月 12 日 藤本勇二（ﾌｼﾞﾓﾄﾕｳｼﾞ） 武庫川女子大学文学部教育学科 一般 矢野裕俊 
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■寄贈図書一覧（2011 年 7 月 11 日～2011 年 10 月 31 日） 

 書名 著者 出版社 奥付日付 

1 世界の教科書でよむ＜宗教＞ 藤原聖子 
ちくまプリ

マー新書 

2011 年 

7 月 10 日 

2 
現代イギリスの教育論 

－系譜と構造 
黒柳修一 クレス出版 

2011 年 

8 月 

3 

学びを拓く《探求するコミュニテ

ィ》１ 

学び合う学校文化 

福井大学教育地域科学部 

附属中学校研究会 
エクシート 

2010 年 

8 月 25 日 

4 

学びを拓く《探求するコミュニテ

ィ》２ 

授業のプロセスとデザイン 

国語・音楽・美術・英語編 

福井大学教育地域科学部 

附属中学校研究会 
エクシート 

2009 年 

6 月 5 日 

5 

学びを拓く《探求するコミュニテ

ィ》３ 

授業のプロセスとデザイン 

数学・理科・技術編 

福井大学教育地域科学部 

附属中学校研究会 
エクシート 

2009 年 

6 月 5 日 

6 

学びを拓く《探求するコミュニテ

ィ》４ 

授業のプロセスとデザイン 

社会・体育・家庭・保健編 

福井大学教育地域科学部 

附属中学校研究会 
エクシート 

2009 年 

6 月 5 日 

7 

学びを拓く《探求するコミュニテ

ィ》５ 

授業のプロセスとデザイン 

総合的な学習の時間偏 

福井大学教育地域科学部 

附属中学校研究会 
エクシート 

2009 年 

6 月 5 日 

8 

学びを拓く《探求するコミュニテ

ィ》６ 

専門職として学び合う教師たち 

福井大学教育地域科学部 

附属中学校研究会 
エクシート 

2011 年 

6 月 3 日 

9 
第 5 回児童教育実践についての

研究助成事業 研究成果論文集 

公益財団法人 

博報児童教育振興会 
明治書院 

2011 年 

10 月 15

日 
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―〈 事務局からのお知らせ 〉― 

（１） 平成 23 年度 （2011 年度）分会費納入のお願い 

 2011 年も早いもので年の瀬となりました。今年度分の年会費が未納の方は、納入をお願

いします。納入促進に会員のみなさまのご協力をよろしくお願い申し上げます。年会費を

滞納しますと、学会誌が送付されなくなりますと同時に、大会での発表資格・学会誌への

投稿資格を失いますので、ご注意願います。 

 皆さまの会費納入状況は、宛名ラベルのお名前の下に記載しております。未納年度が記

載されている方は、お早目のご納入をお願い申し上げます。なお、事務処理上、ラベル記

載情報と実際の納入状況に、若干の行き違いが生じる可能性があります。その際は何とぞ

ご容赦ください。 

 なお、事務局では、年会費について、通常通りでない処理の場合、以下の方針で処理を

行っております。①年会費の年度指定がない場合や、年度指定があってもそれ以前に未納

年度がある場合→未納年度の内、最も早い年度の年会費として処理。②すでに当該年度ま

で完納をいただき、さらにお振り込みがあった場合→次年度以降の会費として繰り越し。 

会費納入状況につき、ご不明の点がございましたら、些細な点でも結構ですので、ご遠

慮無く事務局までお問い合わせください。よろしくお願い致します。 

           （年会費：一般 6,000 円、学生 3,000 円、団体 10,000 円） 

※但し 2012 年度以降、一般 8,000 円、学生 5,000 円、団体 10,000 円となります 

 

（２） 事務局移転について 

 東北大学大学院教育学研究科内に設置しておりました事務局は、現在移転準備を進めて

おります。移転作業は本年度中に完了する予定です。新事務局の体制整備が完了し次第、

会員の皆様に周知いたしますので、問い合わせ先のお間違えがないようお願い致します。 

 

 

〒980-8576  

仙台市青葉区川内 27-1 

東北大学大学院教育学研究科内 

日本カリキュラム学会 事務局 

 

TEL&FAX：０２２－７９５－３７５５ 

振替口座番号：００８８０－０－６９０９０ 

E-mail:jscs@nifty.com 

URL：http://homepage3.nifty.com/jscs/ 


